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1．は じめに

　 フ ェ リ
ーな ど の 旅客船の 内装デ ザ イ ン を行 う

idealogicdesign 株式会社 （以 下 1社） を訪問 し．

内装 デ ザ イ ン 業務 と そ れ に携わ る方 々 の活動を取材

して きた 。 筆者は ，船舶工 学を専攻 し，船舶の 設計

に関 わ る仕事 に就 くこ とを 冖指 し て い る が ，
鹽
デ ザ

イ ン
’

に つ い て 学 ぶ の は 初め て の 経験で あ っ た 。ま

た，一
人 で 運営す る デ ザ イ ン会社は，

一
般に想像す

る 会社 とは 随分 と違う，驚 きの 内容で あ っ た。本稿

で は ，1社で 行わ れ て い る業務に つ い て ，筆者 が 学

ん だ こ と と，社長で あ り，デ ザ イナ
ーで ある 笠井氏

を紹介させ て い た だ く。

2．会社概要

　1社は．東京，杉並区の 閑静な住宅 の
一
角に あ る 。

現在は，自宅 が事務所を兼ね て い る が ，こ の よ うな

と こ ろ で 大きな船，
一

隻分の 内装デ ザ イ ン が行われ

て い る こ と は驚 きで あ っ た。同社は，社長 で ある笠

井統太氏 が 一人 で 運 営 し，デ ザ イ ン，営業な どの
一

切 を切 り盛 りして い た 。

　社 名 の 「idealogicdesign」 は，笠井 氏が デ ザ イ

ン の 基本要素 と考える，発想 （idea），論理 （logic），

設計 （design） を組み合わ せ て命名 され て い る 。 ま

σ 丶6 ideal・gi・d・ ・ign

　　　 ［Pt［1　idealogicdesign村ニロ ゴ

た．笠井氏 の 説明に よ る と， こ の 3 要素に は順序

が あ り．船舶 の 設計に お い て は ，対象船舶 の 航路や

定員，ターゲ ッ トとな る客層が 設定さ れ ，そ れ に 応

じた idea と共現化する logicを経て，デ ザ イ ン と

い う作業が 進行す る とい う。し た が っ て ，社名の キ ー

ワ ードの 順序も，こ の とお りで あ る べ き との 考え に

基 づ い て い る との こ とで あ っ た。

　笠井氏 は，大学で は 空 間環境 デ ザ イ ン を専攻 し，

卒業後は企業の オ フ ィ ス や ホ テ ル などの 内装 デ ザ イ

ン を行う会社 に就職 を した 。 そ こ で の 仕事の
一

つ と

し て，客船 「飛鳥 ll」改修時 の デ ザ イ ン の 受注 に 成

功 した こ とを きっ か けに．船の デ ザ イ ン に携わるよ

うに な っ た。その 後，国際 フ ェ リ
ー

「ニ ュ
ーカ メ リア 」

や レ ス トラ ン 船 「レ デ ィ ク リ ス タ ル 」の 改装 な ど を

手掛け，船 の 内 装 で は広 く知 られる ようにな り，

2007 年に 1社 を設 立して 独立 した 。 本人 曰 く．会

社 勤め で はな く，通勤 の 無 い 仕 事ス タ イル に惹かれ

た とか 。 1 社 の 設 立当時 は，自宅 とは別 の オ フ ィ ス

を構え，従業 員 も抱 え て い たが，現 在は笠井氏
一

人

で すべ て の 業 務を こ な して い る 。

図 2 　笠 井統 太氏 。「横 顔 な ら ば」と許 し を得て 撮 らせ

　 　 て い た だ い た一
枚 と HP 掲載 の イ ラ ス ト

3．業務の 概要

　 3．1　 オ フ ィ ス と作業環 境

　笠井氏の 説明で は，内装 デ ザ イ ン の 仕事 をす るに

は，パ ソ コ ン （PC ）が
一

台あれば よい そ うだ 。 実際

訪 問 した事務 所 を 見渡 してみ て も，PC 以外 の 目

立 っ た機材 は ほ と ん ど な く．内装材 の サ ン プ ル な ど

の 参 考資料が 置 かれ て い る程 度で あ っ た 。 さすが

に，使用す る PC は
一

台とい う訳で は なか っ たが ．

メ イ ン で使用す る PC 以 外に も計算機 を置 い て い る

の は，処理 に時間を要する作業をさせ る た め で あ る

との こ と。また，作業に 使用 して い る ソ フ トウ ェ ア

環境 も，特 別 に 開発 した も の で は な く，Vector

Works とい う， こ の 分野 で は
一

般 的な ソ フ トウ ェ

ア を使用 して い るそ うだ 。 特 に時間がか か っ た り，

日程 の 都合 で 時間が 足 りなか っ た りする場合に は，

作 業 を 外注 に 出す こ と もあ る が ，特殊な作業を発注

す る 訳 で は な い との こ と。

’
神戸 大学 大学 院
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一

隻 ま る こ と
一

人 で デ ザ イ ン

図 3　う ま く写真が撮れ な か っ た の で ，イ ラ ス トに して

　 　 み た オ フ ィ ス の 様子

　3．2 船をデ ザイ ン する とい うこ と

　 今回の 取材で．船の 内装 デ ザ イ ン は，オ フ ィ ス な

どの 一般的 な建物 の デ ザ イ ン と規模 も内容 も全 く異

な る とい うこ とが印象的 で あ っ た 。 例 えば，オ フ ィ

ス の デ ザ イ ン の 場 合，部屋 単位 や フ ロ ァ 単位に区

切 っ て デ ザ イ ン 作業 を行 うこ とが 多い が，船の 内装

デ ザ イ ン で は，
一

隻全 て を担当 で きるそ うだ 。 また，

陸上 の 建物の場合，デ ザ イ ン する床 面積は，せ い ぜ

い 200m2 程 度 で あ る が，船 の 場 合 は 内航 フ ェ リー

で あ っ て も，2，000m2 × 3 層 あ る の で ，そ の 違 い

は明 らか で あ る 。 また，デザ イ ン の 内容 もエ ン トラ

ン ス ，客室，レ ス トラ ン を含む パ ブ リ ッ ク ス ペ ース

と多岐 に わた り，こ れ ら全て を
一

貫 して デ ザ イ ン で

きる仕事は．デ ザ イナ
ー

に と っ て 大変魅力的で ある

との こ と。

　3．3　仕事の受注

　1社が仕事を受注する パ ターン は 二 つ に 大 別 で き

る とい う。

一
つ は．船 主が造船所 に 同社 を指 定する

場合．もう
一

つ は．船主 の 指定は ない が．造 船所 が

同社に デ ザ イ ン を依頼する場 合 で あ る 。 また ，1社

は どの 系列に も属さな い ，い わゆ る フ リ
ー

の 会社で

ある 。
こ の 分野 の 大抵 の デ ザ イ ン 会社 が ，造 船所や

船社の 系列に 入 っ て い る中 で，フ リ
ー

の デ ザ イ ン 会

社 は珍 しい 存在で あ る 。 また ．笠井氏 の説明 に よる

と，1 社 は．自 ら 営業を 行うこ とは し ない とい う。

つ まり，創 り上 げら れ た作品で ある フ ェ リーが運航

され，多くの乗船者の 目に触れ，利用 される こ とで ，

評判 が広が り．乗客に気に 入 っ て もらえ る こ と が，

何 よ りの 営業とな る と考 えて い る と の こ と 。 同様

に，乗船者が プ ロ グや ツ イ ッ タ ーで 感 想を述 べ た

り，写真 を掲載 した りす る こ とが ，評価に繋が っ て

い る こ とが多 い と指摘 さ れ た。船が 気に 人 っ た か ら

こ そ，他 入に話を した くな る の で あろ う。そ う思 う

と，自分が デ ザ イ ン した船が ，ネ ッ ト上 に掲載され

る こ と は，励 み に な る と い う。

　3．4　デ ザイ ン業務に つ い て

　船 の 内装 デ ザ イ ン の 仕事は，造船所か ら送 られ て

くる 一般配 置図 （GA ） を基に．空間 の 色と形 を設

計する。GA は造船所が決め，それを境 界条件と し

て
’
デ ザ イ ン

’
をす る の が

一
般的 で あ る とい う。し

か し．笠 井氏の場合，GA そ の も の を変 え て，デ ザ

イ ン を提案す る こ とがあ るそ うだ 。 こ れ は，利用 者

の 視点 に 立 ち，で き る だ け広い ス ペ ー
ス を使える よ

うに，デ ッ ドス ベ ー
ス を減 らす ように変更 を求め る

場合が 多 い と い う 。 「船 は体積 を売 っ て い る ビ ジ ネ

ス で あ る 」とい う，笠井氏 の 発言 は ，と て も印象的

で あ っ た 。 笠 井氏 の 得 意 とす る定 期 フ ェ リ
ー

の 場

合，こ の 「体積を売 る」と い う点が ク ロ
ーズ ア ッ プ

され る とい う。

…般 に客船と呼ば れ る ク ル ーズ フ ェ

図 4 　エ ン トラ ン ス 配 置図 例 （ブ ル ードル フ ィ ン ）

図 5　 プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン 用 CG と完成後の 写真
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リーと異な り，輸送を主 た る 目的 とする定期 フ ェ

リーの 場合 ，低廉 な乗船費 の 代わ りに 船内 の 多 くの

サービ ス は有 料 で 提 供 され る 。したが っ て ，船内 の

施 設 ＝ス ペ ー
ス は，利益 を発生 させ る源 だとい うの

が，前提に なるとい うの だ 。 利益を発生 しない ス ペ ー

ス ；デ ッ ドス ペ ー
ス は，徹底的 に省 くこ とが大切だ

と笠井氏は語 る 。 構造設計 の 立場 との 衝突 も多い そ

うだが，よ り良い 船 を造 りた い とい う気持ちは，船

主，造船所 とも共通 なの で ，最終的 には理解 され る

とも い う。

　 3．5　デザイ ン の 提出

　完成 したデザ イ ン は，3 次元 の 配置図 に レ ン ダ リ

ン グを施 した 3D −CG （コ ン ピ ュ
ータ ・グ ラ フ ィ ッ

ク ス ）に して ，造船所 に提供 され る 。 図 4 は，内

航 フ ェ リ
ー受付 ホ

ー
ル の デザ イ ン 画 の

一
例 で あ る

が，平面 的な
一般配 置図 （GA ）に 比 べ て ，とて も

分か りやす くなっ て い る 。 また，デ ザ イ ン 案はプ レ

ゼ ン テ
ーシ ョ ン を経て承認され る こ とに なる が，こ

れ は ロ ビー
や客室などと，区域 に分けて 行われ，

一

つ の 区域 の プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン だ け で 2 時 間 に 及

ぶ こ と もあ る そ うだ 。 図 5 は．プ レ ゼ ン テ ーシ ョ

ン で 使わ れ る CG の 例 と完成後の 実物の 写真で あ

る 。 図 4 の
一

般配置図の
一・

部 とな っ て い るが． こ

の よ うにする と素人 の 筆者に も，そ の デ ザ イ ン の 素

晴ら しさが よく判 っ た 。

4．作品 にまつ わる エ ピソ ー ド

4．1　パ ンス タ
ー

ハ ニ
ー

とブル ー
ドル フ ィ ン

本船 は，元 々 は北 海道 と 本 州を結ぶ 航路を走 る

’
ほ るす

’
とい う内航 フ ェ リーで あ っ た が ，2007 年

に 運航休止，売却 後，韓 国 の パ ン ス ターラ イ ン に よ

り改修 され て， H 本
一
韓国間の 国際フ ェ リーとして

投 入 された 。 こ の ときの 改修 の デ ザ イ ン を請 け負 っ

た の が，笠井氏 で あ っ た 。 また，同船は 2010 年に

津軽海峡 フ ェ リ
ー

の 「ブ ル
ー

ドル フ ィ ン 」 として．

青函航路 に戻 っ て きた ，
パ ン ス ター

ハ ニ
ーと して の

就航か らブ ル
ー

ドル フ ィ ン と して の 改修ま で の 期間

は約 2 年 で あ り，そ の 間 にか な り老朽化 が進 ん で

い た が，笠井氏は 同船を見事に 復活させ た 。 2 度に

わ た る改修工 事に 同じ デ ザ イ ナ ーが 携わ る こ とが で

きた．珍 しい 例で ある 。

　4．2　シル バープリ ン セ ス

　 シ ル バ ープ リ ン セ ス は，2012 年に 八 戸一 町小 牧

航路に就航した新造の フ ェ リーで ある が ，こ の 内装

デ ザ イ ン は ，笠井氏の こ れ まで の デ ザ イ ン の 代表作

図 7　 シ ル バ ープ リ ン セ ス の 概観，シ ル バ ーとプ リ ン セ

　　 ス ピ ン クが シ ン ボ ル カ ラーに な っ て い る

　　 （撮影者 ： 藤木洋
一・

）

唖
旧 川崎返湾｝汽船株 式會瓧

図 6　パ ン ス タ
ー

ハ ニ
ー

（上 ）と ブ ル ードル フ ィ ン （下 ）r，
　　 どちらも笠井氏が デ ザ イ ン を 手掛けた

　　 （撮 影者 ： 池 出 良穂）

。 “ ヨ ILバ ー コ ：x
’J 一

図 8　「シ ル バ ー
フ ェ リー

」 の 文字 を 含め て 刷 新 さ れ た

　　 新しい ロ ゴ

図 g　とて も清潔感 の あ る配色 とお洒落なデ ザイン 。 右

　　 は，24 時 間 利用 叮 能な オート レ ス トラ ン
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一隻まる こ と一人 でデザイ ン

と な っ て い る。こ の 船の 場合．笠 井氏 の デ ザ イ ン は

客室や パ ブ リ ッ ク ス ペ ース だけに とどまらず，乗組

員の 居住区も全 て携わ っ た とい う。完成 させ た デ ザ

イ ン 画は 100枚を超 え，同 船 の ロ ゴ も以前 か ら有 っ

た もの を修正 し て復活させ ，コ ン セ プ トに沿 っ て刷

新 した とい う。旅客輸送 より貨物輸送 の 方に重 きを

置か れ る 八 戸
一

苫小 牧航 路 で は ，笠井氏 の ス タ イ

リ ッ シ ュ なデ ザ イ ン 案に注文が つ くこ とも多く，最

終案の決定まで に は，多 くの苦労が あ っ た ようだ 。

　4．3　橘丸 （たちばなま る）

　橘丸は．か つ て東京 と伊豆七 島を結 ぶ 航路 に 就航

して い た 「東京湾 の 女工」 と呼 ばれた定期船 の 船名

で あ っ た。今回，東海汽船が こ の 船名を復活させ ，

新造船に命名 した。自 ら 「船 キチ 」 と称す る 柳原良

平画伯が船名を選定 し，画伯が イエ ロ
ー

オ
ーカー色

（黄土色） と オ リ
ー

ブ色 の カ ラ
ー

リ ン グ も決め た こ

とで 有名に な っ た。笠井氏 は 内装 デ ザ イ ン を担 当す

る に あ た り，柳 原 画伯 に橘 丸で 使用 する キ ャ ラ ク

タ
ー

設定 を依頼 し，船内各所に そ れ を配する遊び心

撮 影 ： 池 田良穂

図 10　船内各所 に 使われる 「キ ャ プ テ ン た ち ば な」 の

　　 　 キ ャ ラ ク ターデ ザ イ ン 。お馴 染み 柳原画伯作

図 11　東京 と伊豆 七 島 を結 ぶ 橘丸 （撮影者 ： 池 田 良穂）

溢れ る デ ザ イ ン と し た。また，今で は絶版 とな っ て

し まっ た，柳原画伯の先代橘丸に まつ わ る絵本を船

内 に 展示す る ユ ニ ーク な演 出 も行 っ て い る 。

　先代橘 丸 は 1973 年 に 引退 したが，内装 に 関す る

資料が残 っ て お らず，先代 をモ チ ー
フ にす る こ と が

で きなか っ たそ うだ 。 笠 井氏 は，外装 の カ ラ
ー

リ ン

グ を基 に内装 の デ ザ イ ン を進め た と い う。 デ ザ イ ン

決定後，橘丸 の 内装が掲載 され て い る 雑誌 を 見 つ け

たが，そ の お酒落 さに驚 き，先代 の デザ イ ン を活か

せ なか っ た こ と に 少 々 悔 しい 思 い を し た とも語っ て

い た ，，素人 に は 分 か ら な い が ，デ ザ イ ン の 世界は 奥

深 い と感 じた 。

図 12　 レ ス トラ ン の 内装 の
一

部。ガ ラ ス に は，大胆 に

　 　　 配 され た 「キ ャ プテ ン たちばな」 の イラ ス ト

爆 聯 撫 麟 融

冨銑 鸛 薹。 一   ゆ

5．おわ りに

　笠井氏 の デ ザ イ ン の 目標は，「もっ と 乗 っ て い た

い 」 と言わせ る船を造 る こ とだそ うだ 。 二 等船室 の

乗客が ．リ ピータ
ー

として グ レ
ー

ドア ッ プ した客室

に戻 っ て くる よ うな部屋 の デ ザ イ ン を し た い と い

う。笠井氏 は，船 の デ ザ イ ン だけ で な く，港自身を

もっ とお酒落 に して ，乗船する 人 だけで は な く，人

が集ま り，遊 べ る 空間 の
一

つ に な れ ば い い の に とも

語 っ て い た 。

　本記事執筆の た め の 取材に あた り，貴重 な時間 を

割 き，丁寧 に 対応い た だ い た笠井統 太氏 に，深 く御

礼 中し ヒげます 。 また，本稿作成 に あた り写真 な ら

び に 資料の提供をい ただ い た idealogicdesign株式

会社 な ら び に 株式 会社 graphsystem に 感謝申し ヒ

げます。こ の ような機会 を与え て い た だ い た ，凵本

船舶 海洋工学 会 の 関係者 に，感謝を申し上 げます 。

学 会誌 に 原稿 を執筆する の は もちろ ん ，
一

人 で取材

に行 くこ と もは じめ て で あ り，と て も良い 経験 とな

りました 。
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